
氏名 寺崎保広

学部担当科目

・史学研究法　　　　  ・日本史講読Ⅰ
・日本史講読Ⅱ　　　　・日本史演習Ⅰ
・日本史演習Ⅱ　　　　・日本史史料実習Ⅱ
・日本史特殊講義

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

 
・日本史学特殊講義Ⅰ
・日本史学演習Ⅲ

授業科目

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

木簡学会、日本史研究会、大阪歴史学会、東北史学会ほか

古代都城、木簡、文献資料、奈良時代史

木簡学会委員、条里制古代都市研究会監事、史跡但馬国分寺跡・山名氏城跡整備委員、
史跡伊賀国庁跡保存整備計画策定委員、橿原市文化財審議会第二部会委員、NPO法人か
らくりおもちゃ塾奈良町理事。

東北大学大学院文学研究科（博士課程後期）修了

博士（文学）　　東北大学、2007年10月取得

日本史・古代

最終学歴

　【研究上の特記事項】 科学研究費基盤研究Ａ「文字文化からみた東アジア社会学の比較研究」研究分担者。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学校法人奈良大学理事・評議員、図書館長、剣道部顧問、

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・卒業論文指導
・史学演習Ⅱ



共著

単著

単

単

単

単

単

単

④講演「正倉院文書と木
簡」

②

⑤

①「木簡と文書の世紀」

③

④

⑤ｴｯｾｲ「遊びの歴史あれこ
れ」16～19

①久保田香里『駅鈴』解説

③講演「木簡の語る長屋
王」

（その他）

②書評　舘野和己編『日本
古代のみやこを探る』

⑤

⑤

④

「光明皇后ー奈良時代のキーパーソ
ン」の章を執筆

③

（学会発表）

①「律令国家成立期の飛鳥
池工房遺跡」

②

②

③

④

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①『古代の人物②奈良の
都』

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

清文堂出版2016年4月

2016年7月

2016年4月～17年1月

くもん出版

『日本歴史』817号

平城宮跡歴史文化講
座

近鉄サロン

「からくりおもちゃ
塾奈良町かわら版」
19～22

2016年7月

2016年6月

2016年9月

2016年10月

『歴史と地理』695
号

万葉学会全国大会講
演

2016年10月


